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激茎愛害を生書のびるための人間学
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×
前日 憲幸
(名魔中回薔岡善罵菫局長 )
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昨年 12月 に『能登のムラは死なない』(農文協)を上梓した、元朝日新聞記者の藤井満氏(2011～ 2015年輪島支局駐在)と、

地震発生直後から10か月間にわたる被災地の状況を『能登半島記 (未完)』 (時事通信出版局)にまとめた、北陸中国新聞七尾支

局長の前口憲幸氏による対談イベントを開催します。

2024年元日の能登半島地震を境に、この地で何が変わり、変わらなかつたことは何か。能登半島の「いま。これから」を伝えるお

二人の報告を軸に、震災からの復興と地域社会の未来について語り合います。どんな逆境にあつても晴ヒ登はやさしや」を体現す

る人々の姿を通して、激甚災害が続くこの日本で、しなやかに生き抜く力を、会場のみなさんと考えられれば幸いです。

0会場参加:20名 (―予約 )・ 入場無料。(ィンスタ・ライアでも配信します)

☆藤井満(ふ じい。みつる)

1966年、東京都葛飾区生まれ。1990年朝日新聞に入社。静岡・愛媛。京都。大阪・島根・石

サ|卜 和歌山。富山に勤務し、2020年 1月 に退社。20H年から2015年まで朝日新聞輪島支局

に駐在。奥能登の農山漁村集落をたずねてまわり、『能登の里人ものがたり』(2015年 、アット

ワークス)、『北陸の海辺自転車紀行』(2016年、あっポる出版社)を出版。そのほか単著に『石

鎚を守った男』(2006年、創風社出版 )、『僕のコーチはがんの妻』(2020年 、KADOKAWA)、

『京都大学ボヘミアン物語』(2024年、あつポる出版社)などがある。

☆前日憲幸 (まえぐちeのりゆき )

北陸中日新聞七尾支局長。入社後、ほば石川県内で記者道を歩んできた。北陸本社報道都

で警察司法キャップや石川県政キャップ、遊軍キャンプ、ニユ~スデスクなどを務め、さまざま

調査報道にも取り組んできた。2023年 3月 から七尾支局長。被災した支局で地震取材を指

揮している。2025年 1月 、「能登半島記 (未完 )」 (時事通信出版局)出版。

【お問い合わせ。参加お申し込み】

農文協・農業書センター  〒1010051東 京都千代田区神田神保町3162F
電話 :03-6261-4760  e― haili bOok@mail.rurainet.9ri重

Peatixでも申し込めます。


